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6 ．おわりに
　繊維製品をはじめとする家庭用品の表示は、消費者の
選択や使用、取扱いなどに役立つ必要な情報を正しく、
分かり易くラベルに書くことが規定されています。繊維
製品の取扱いに関する絵表示は、①洗い方（水洗い）、②
塩素漂白の可否、③アイロンの掛け方、④ドライクリー
ニングの可否、⑤絞り方、⑥干し方を左から右にならべ
ることになっています14）。塩素系漂白剤は使用できず、
手洗い、ドライクリーニングが推奨されている例を図 5
に示しましたので、洗たく前に確認してみて下さい。
　クレームを大別すると、Ⅰ生産者側に問題がある場合、
Ⅱ消費者側に問題がある場合、Ⅲその他になると思われ
ます。Ⅰの場合は、企画・設計ミス、生産管理ミス、表
示の誤りなどがあると考えられます。 4クレームの背景
で述べた染料の選択や工程管理ミスに代表されます。Ⅱ
の場合は、 5クレーム事例のところで述べた表示無視も
ありますが、ファッション性とは別に価格が高いと、そ
れ相当の丈夫さを消費者が期待する場合があるのです。
　ⅠとⅡについては、改善の余地はありそうです。Ⅲの
ケースは多少複雑です。ポリエステル繊維は丈夫な素材
として認識されているのですが、めがね拭きなどに用い
られている極細ポリエステル繊維は、その細さ故の問題
が生じます。反応染料は繊維と共有結合して丈夫な染色
物といいましたが、長時間の使用で結合部分の切断、染
料母体の分解が起こることがわかりました。反応染料に
よる染色物の変退色は、日光、汗日光、洗たく、汗、水
道水、アイロンなどが原因であると考えられています15）。
原因の 2番目に汗日光が挙げられていますが、汗と光の
複合作用を意味しています。汗と日光のそれぞれの試験
では合格なのに、同時に行うと色泣きや色移りがおきて
しまう染料があることがわかってきたのです。汗・耐光
試験として新たに加えられました。また、反応染色物の
変色メカニズムの検討もなされています16）。摩擦堅牢度
も湿摩擦で強く擦られると色落ちが起きますが、濃色綿
製品を濡れた綿布で擦るとかなり強い摩擦力がかかり汚
染を回避できず、現在の技術水準では無理な問題もあり
ます。さらに、洗たくに限っても、使用する水や洗剤、
洗たく温度などは、各国によって異なることが報告され
ています17）。いずれにしても、消費者苦情に対する責任
所在は、発生原因がわかれば明確ですが、クレームが起
こるまでの履歴が複雑で明らかでない場合も多く、残念
ながら無くならないのが現状かと思います。
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図 5　取扱い絵表示の例
